
　大学間連携共同教育推進事業は、国公私立の設置形態を超え、地域や分野に応じて大学・
短期大学及び高等専門学校間が相互に連携し、社会の要請に応える共同の教育・質保証シ
ステムの構築を行うことにより、教育の質の保証と向上、強みを生かした機能別分化を推進
することを目的として、平成24年度から49件の取組が開始されている。
　このたび、本事業の開始から3年が経過したことを受け、各取組の進捗状況や成果、事業
の継続・発展性等を評価し、教育の質の保証と向上を図るとともに、その成果を社会に公
表し、全国的な波及につなげることを目的として、中間評価を実施した。
　評価結果は、「S：計画を超えた取組であり、現行の努力を継続することによって本事業
の目的を十分に達成することが期待できる。」が7件、「A：計画どおりの取組であり、現行
の努力を継続することによって本事業の目的を達成することが期待できる。」が31件、「B：
一部で計画と同等又はそれ以上の取組もみられるものの、計画を下回る取組であり、本事
業の目的を達成するには、助言等を考慮し、一層の努力が必要である。」が7件、「C：取組
に遅れが見られる等、総じて計画を下回る取組であり、本事業の目的を達成するためには当
初計画の縮小等の抜本的な見直しが必要である。」が4件であり、計画どおり順調に進捗し
ている取組がある一方で、計画の見直しが求められる取組も見受けられる。
　事業全体の進捗状況として、代表校の努力により、以下のとおりの取組や成果が見られた。
・教育改革においては、カリキュラム・教材の共通化、ICTを活用した教育コンテンツのアー

カイブ化、国際標準を満たすe-learning教材を活用した教育の標準化と教育システムの
全国展開、明確な目標に基づいたルーブリックの作成、ナンバリング・成績評価方法の
統一などの連携による教育プログラム・質保証システムの構築が実施されている。

・ステークホルダーとの協働・評価においては、ステークホルダーの講義への参加、取組
の意思決定機関への参加、インターンシップの受入先の拡大への協力など連携関係の強
化が進んでいる。

・取組の実施体制・継続発展においては、全連携校の学長（校長）が参加する協議会によ
るマネジメント体制の整備、連携校以外の大学等の取組への参画、支援期間終了後を見
据えたコンソーシアムとの連携などが行われている。

　一方で、取組によっては、支援期間終了後の取組の体制が明確でない点や代表校と他の
連携校間において取組内容に偏りが見受けられる点が課題として挙げられる。
　社会が急激に変化する中、持続的な成長と発展を築くために、大学等には、主体的に考
える力を持ち、社会の様々な課題を解決に導く多様な人材を養成することが求められている。
取組を実施する大学等においては、今回の中間評価で示された課題の解決に向けて対応い
ただくとともに、支援期間終了後の自立的な展開を見据えて着実に取組を進展させた上で、
取組の成果を広く連携校以外の他大学等へ波及・還元させることを期待する。

大学間連携共同教育推進事業　中間評価結果の総括
平成27年6月30日

大学間連携共同教育推進事業評価委員会
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区　分 評価基準 地域連携 分野連携 合　計

Ｓ
計画を超えた取組であり､ 現行の努力
を継続することによって本事業の目的を
十分に達成することが期待できる。

件 割合 件 割合 件 割合

1 4.0% 6 25.0% 7 14.3%

Ａ
計画どおりの取組であり､ 現行の努力を
継続することによって本事業の目的を達
成することが期待できる。

17 68.0% 14 58.3% 31 63.2%

Ｂ
一部で計画と同等又はそれ以上の取組
もみられるものの､ 計画を下回る取組で
あり､ 本事業の目的を達成するには､ 助
言等を考慮し､ 一層の努力が必要であ
る。

4 16.0% 3 12.5% 7 14.3%

Ｃ
取組に遅れが見られる等､ 総じて計画
を下回る取組であり､ 本事業の目的を
達成するためには当初計画の縮小等の
抜本的な見直しが必要である。

3 12.0% 1 4.2% 4 8.2%

Ｄ
現在までの進捗状況に鑑み､ 本事業の
目的を達成できる見通しがない取組であ
るため、当該取組を中止することが適切
である。

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

計 25 100% 24 100% 49 100%

小数点第2位を四捨五入

｢大学間連携共同教育推進事業｣ 中間評価結果一覧
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S : 計画を超えた取組であり､ 現行の努力を継続することによって本事業の目的を十分に達成することが期待できる。

整理
番号 取組名 連携校

※下線は代表校

14 多職種協働による在宅がん医療･緩和ケアを担う
専門人材育成拠点 長崎大学､ 長崎県立大学､ 長崎国際大学

A : 計画どおりの取組であり､ 現行の努力を継続することによって本事業の目的を達成することが期待できる。

整理
番号 取組名 連携校

※下線は代表校

1 美しい山形を活用した ｢社会人力育成山形講座｣
の展開

山形大学､ 山形県立保健医療大学､ 東北芸術工科大学､ 東北
公益文科大学､ 東北文教大学、山形県立米沢女子短期大学、
羽陽学園短期大学､ 東北文教大学短期大学部､ 鶴岡工業高等
専門学校

2 東日本広域の大学間連携による教育の質保証・
向上システムの構築

山形大学､ 会津大学､ 札幌大学､ 北翔大学､ 青森中央学院大
学､ 石巻専修大学､ 東北芸術工科大学､ 東日本国際大学､ 明
海大学､ 国際武道大学､ 了徳寺大学､ 東京家政学院大学､ 東
京造形大学、日本女子大学､ 札幌大学女子短期大学部､ 北翔
大学短期大学部､ 青森中央短期大学､ 羽陽学園短期大学､ いわ
き短期大学

4 実践社会薬学の確立と発展に資する薬剤師養成
プログラム 千葉大学､ 城西国際大学､ 千葉科学大学

5 産学官協働ネットワークによるイノベーション博士
養成と地域再生

室蘭工業大学、北見工業大学、電気通信大学、富山大学、大
分大学、秋田県立大学

6 学都いしかわ･課題解決型グローカル人材育成シ
ステムの構築

金沢大学､ 北陸先端科学技術大学院大学､ 石川県立大学､ 石
川県立看護大学､ 金沢美術工芸大学､ 金沢医科大学､ 金沢学
院大学､ 金沢工業大学､ 金沢星稜大学､ 金城大学､ 北陸大学､
北陸学院大学､ 金沢学院短期大学､ 金城大学短期大学部､ 小
松短期大学､ 金沢星稜大学女子短期大学部､ 北陸学院大学短
期大学部､ 石川工業高等専門学校、金沢工業高等専門学校

8 教員養成高度化システムモデルの構築・発信 兵庫教育大学､ 兵庫県立大学､ 神戸学院大学､ 神戸女子大学､
神戸親和女子大学､ 武庫川女子大学

11 西日本から世界に翔たく異文化交流型リーダー
シップ･プログラム

山口大学､ 香川大学､ 愛媛大学､ 佐賀大学､ 京都外国語大学、
京都文教大学､ 広島経済大学､ 松山大学､ 九州国際大学､ 京
都外国語短期大学､ 愛知みずほ大学､ 京都光華女子大学､ 熊
本学園大学､ 愛知みずほ大学短期大学部､ 京都光華女子大学
短期大学部

12 自動車・ロボットの高度化知能化に向けた専門人
材育成連携大学院 九州工業大学､ 北九州市立大学､ 早稲田大学

13 大学間発達障害支援ネットワークの構築と幼保専
門職業人の養成

佐賀大学､ 西九州大学､ 九州龍谷短期大学､ 佐賀女子短期大
学､ 西九州大学短期大学部

16 減災型地域社会のリーダー養成プログラム 熊本大学､ 熊本県立大学､ 熊本学園大学､ 熊本保健科学大学

17 コミュニティ・プランナー育成のための実践的教
育課程の構築 宮城大学､ 兵庫県立大学

【地域連携】
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A : 計画どおりの取組であり､ 現行の努力を継続することによって本事業の目的を達成することが期待できる。

整理
番号 取組名 連携校

※下線は代表校

18 彩の国大学連携による住民の暮しを支える連携力
の高い専門職育成 埼玉県立大学､ 埼玉医科大学､ 城西大学、日本工業大学

19 時代が求める新たな教養教育の京都三大学共同
(モデル)推進事業 京都工芸繊維大学､ 京都府立大学､ 京都府立医科大学

20 まちなかESDセンターを核とした実践的人材育成
北九州市立大学､ 九州歯科大学､ 九州共立大学､ 九州女子大
学､ 九州国際大学､ 産業医科大学､ 西南女学院大学､ 西日本
工業大学

22 産学公連携によるグローカル人材の育成と地域資
格制度の開発

京都府立大学､ 京都産業大学､ 京都文教大学､ 佛教大学､ 龍
谷大学

24 近畿地区7高専連携による防災技能を有した技術
者教育の構築

舞鶴工業高等専門学校､ 明石工業高等専門学校､ 奈良工業高
等専門学校､ 和歌山工業高等専門学校､ 大阪府立大学工業高
等専門学校､ 神戸市立工業高等専門学校､ 近畿大学工業高等
専門学校

25 高専・企業･アジア連携による実践的･創造的技
術者の養成

久留米工業高等専門学校､ 有明工業高等専門学校､ 北九州工
業高等専門学校､ 佐世保工業高等専門学校､ 熊本高等専門学
校､ 大分工業高等専門学校､ 都城工業高等専門学校､ 鹿児島
工業高等専門学校､ 沖縄工業高等専門学校

B :  一部で計画と同等又はそれ以上の取組もみられるものの､ 計画を下回る取組であり､ 本事業の目的を
達成するには､ 助言等を考慮し､ 一層の努力が必要である。

整理
番号 取組名 連携校

※下線は代表校

9 大学と地域社会を結ぶ大学間連携ソーシャルラー
ニング

島根大学､ 島根県立大学､ 鳥取環境大学､ 島根県立大学短期
大学部､ 鳥取短期大学

10 臨床情報医工学に卓越した地域の先進医療を
チームで担う人材育成 広島大学､ 広島市立大学､ 広島工業大学､ 広島国際大学

15 留学生との共修・協働による長崎発グローバル人
材基盤形成事業

長崎大学､ 長崎県立大学､ 活水女子大学､ 長崎ウエスレヤン大
学､ 長崎外国語大学､ 長崎国際大学､ 長崎純心大学､ 長崎総
合科学大学､ 長崎女子短期大学､ 長崎短期大学

23 地域資格制度による組織的な大学地域連携の構
築と教育の現代化

京都大学､ 京都府立大学､ 京都産業大学､ 京都橘大学､ 京都
文教大学､ 成美大学､ 同志社大学､ 佛教大学､ 龍谷大学

C :  取組に遅れが見られる等､ 総じて計画を下回る取組であり､ 本事業の目的を達成するためには当初計
画の縮小等の抜本的な見直しが必要である。

整理
番号 取組名 連携校

※下線は代表校

3 ふくしまの未来を拓く ｢強い人材｣ づくり共同教
育プログラム

福島大学､ 会津大学､ 福島県立医科大学､ いわき明星大学､ 奥
羽大学､ 郡山女子大学､ 東日本国際大学､ 福島学院大学、日本
大学､ 放送大学､ 会津大学短期大学部､ いわき短期大学､ 郡山
女子大学短期大学部､ 桜の聖母短期大学､ 福島学院大学短期
大学部､ 福島工業高等専門学校

7 愛知県内教員養成高度化支援システムの構築 愛知教育大学､ 愛知県立大学､ 桜花学園大学､ 名古屋学芸大
学､ 名城大学

21 地域連携による ｢ものづくり｣ 継承支援人材育成
協働プロジェクト

九州工業大学､ 北九州市立大学､ 九州歯科大学､ 産業医科大
学
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S : 計画を超えた取組であり､ 現行の努力を継続することによって本事業の目的を十分に達成することが期待できる。

整理
番号 取組名 連携校

※下線は代表校

2 グローバル社会を担う次世代型獣医学系大学教
育機構の構築 東京大学､ 日本大学、日本獣医生命科学大学､ 麻布大学

5 研究者育成の為の行動規範教育の標準化と教育
システムの全国展開

東京医科歯科大学､ 信州大学､ 福島県立医科大学､ 北里大学､
上智大学､ 沖縄科学技術大学院大学

10 多価値尊重社会の実現に寄与する学生を養成す
る教育共同体の構築

琉球大学､ 福岡県立大学､ 沖縄県立看護大学､ 名桜大学､ 国
際医療福祉大学､ 産業医科大学､ 聖マリア学院大学、日本赤十
字九州国際看護大学

12 データに基づく課題解決型人材育成に資する統計
教育質保証

東京大学､ 大阪大学､ 総合研究大学院大学､ 青山学院大学、
多摩大学、立教大学､ 早稲田大学、同志社大学

15 実践力と創造力を持つ高信頼スマート組込みシス
テム技術者の育成 北陸先端科学技術大学院大学､ 金沢工業大学

24 海事分野における高専・産業界連携による人材育
成システムの開発

富山高等専門学校､ 鳥羽商船高等専門学校､ 広島商船高等専
門学校､ 大島商船高等専門学校、弓削商船高等専門学校

A : 計画どおりの取組であり､ 現行の努力を継続することによって本事業の目的を達成することが期待できる。

整理
番号 取組名 連携校

※下線は代表校

1 教学評価体制(IRネットワーク)による学士課程教
育の質保証

北海道大学､ お茶の水女子大学､ 琉球大学､ 大阪府立大学、
玉川大学､ 同志社大学､ 関西学院大学、甲南大学

3 東京コンソーシアムを基盤とした大学院疾患予防
科学コース設立 東京医科歯科大学､ お茶の水女子大学､ 学習院大学､ 北里大学

4 連携機能を活用した歯学教育高度化プログラム 東北大学､ 新潟大学､ 広島大学

6 繊維系大学連合による次世代繊維･ファイバー工
学分野の人材育成 福井大学､ 信州大学､ 京都工芸繊維大学

7 四国防災･危機管理特別プログラム共同開設によ
る専門家の養成 徳島大学､ 香川大学

9 地域の医療現場と協働したサービス･イノベーショ
ン人材の育成 宮崎大学､ 北陸先端科学技術大学院大学､ 久留米大学

【分野連携】
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A : 計画どおりの取組であり､ 現行の努力を継続することによって本事業の目的を達成することが期待できる。

整理
番号 取組名 連携校

※下線は代表校

11 学士力養成のための共通基盤システムを活用した
主体的学びの促進

山梨大学､ 愛媛大学､ 佐賀大学､ 千歳科学技術大学､ 北星学
園大学､ 創価大学､ 愛知大学､ 桜の聖母短期大学

13 ITを活用した超高齢社会の到来に対応できる歯科
医師の養成 北海道医療大学､ 岩手医科大学､ 昭和大学

14 国際機関等との連携による ｢国際協力人材｣ 育成
プログラム 明治大学､ 立教大学､ 国際大学

17 〈考え､ 表現し､ 発信する力〉を培うライティング
／キャリア支援 津田塾大学､ 関西大学

18 主体的な学びのための教学マネジメントシステム
の構築 淑徳大学､ 北陸学院大学､ 関西国際大学､ くらしき作陽大学

19 四国の全薬学部の連携･共同による薬学教育改革 徳島大学､ 徳島文理大学､ 松山大学

22 分野別到達目標に対するラーニングアウトカム評
価による質保証

函館工業高等専門学校､ 仙台高等専門学校､ 茨城工業高等専
門学校､ 長野工業高等専門学校､ 鳥羽商船高等専門学校､ 鈴
鹿工業高等専門学校､ 高知工業高等専門学校

23 KOSEN発“イノベーティブ･ジャパン”プロジェクト
一関工業高等専門学校､ 小山工業高等専門学校､ 東京工業高
等専門学校､ 長野工業高等専門学校､ 沼津工業高等専門学校､
和歌山工業高等専門学校､ 沖縄工業高等専門学校

B :  一部で計画と同等又はそれ以上の取組もみられるものの､ 計画を下回る取組であり､ 本事業の目的を
達成するには､ 助言等を考慮し､ 一層の努力が必要である。

整理
番号 取組名 連携校

※下線は代表校

8 未来像を自ら描く電気エネルギー分野における実
践的人材の育成 九州大学､ 九州工業大学､ 熊本大学､ 福岡大学､ 福岡工業大学

16 産学協働教育による主体的学修の確立と中核的･
中堅職業人の育成 新潟大学､ 成城大学､ 京都産業大学､ 福岡工業大学

21 短期大学士課程の職業･キャリア教育と共同教学
IRネットワーク

香蘭女子短期大学､ 精華女子短期大学､ 福岡女子短期大学、
佐賀女子短期大学､ 西九州大学短期大学部､ 長崎女子短期大
学､ 長崎短期大学

C :  取組に遅れが見られる等､ 総じて計画を下回る取組であり､ 本事業の目的を達成するためには当初計
画の縮小等の抜本的な見直しが必要である。

整理
番号 取組名 連携校

※下線は代表校

20 基幹保育者養成プログラム開発のための共同教育
事業

桜花学園大学､ 岡崎女子大学､ 岡崎女子短期大学､ 名古屋短
期大学､ 名古屋柳城短期大学
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